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道と地域をつなぐコミュニケーション誌

 第２号 第２号
平成27年5月平成27年5月

NEW  WEST  WIND  FROM  NAGASAKI

　

西
九
州
自
動
車
道 

伊
万
里
松
浦
道

路
（
山
代
久
原
Ｉ
Ｃ
～
今
福
Ｉ
Ｃ

間
：
約
5
.
5
k
m
）
が
３
月
１
４

日
（
土
）
に
開
通
し
ま
し
た
。
開
通

に
先
立
ち
、
松
浦
市
文
化
会
館
で
開

通
式
典
を
開
催
し
、
場
所
を
移
し
た

今
福
Ｉ
Ｃ
で
は
地
元
よ
さ
こ
い
チ
ー

ム
の
演
舞
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
開
通

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
地
元
の
方
々

な
ど
約
4
0
0
人
が
と
も
に
祝
い
ま

し
た
。

今回開通　延長5.5km今回開通　延長5.5km今回開通　延長5.5km

開通を記念し関係者と地元住民約４００人が参加

待ちに待った一般開放

パトカーに先導されて

1台目が通行開始

テープカットとくす玉開き

今福小学校と山代西小学校の児童３０名も参加

よさこい演舞

伊万里と松浦のよさこいチームが

祝いの舞を披露 両市の絆を深める

西九州自動車道（山代久原ＩＣ～今福ＩＣ）3月１４日3月１４日開通！

健康フリーウォーク

開通記念フェスタ 開通記念フェスタ 橋銘板お披露目式
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年年年年
27

松
浦
市
で
初
め
て
の

   

高
速
道
路　

祝
開
通
！

健康ジョギング



祝祝

山代
久原ＩＣ

～
今福ＩＣ

皆様の熱い声に応えていきたいと思います！

NEW  WEST  WIND  FROM  NAGASAKI

平成2777年年5月月 第第第22号平成27年5月 第2号平成27年5月 第2号

祝　

辞

　

西
九
州
自
動
車
道
は
、
福
岡
市
か
ら
唐
津

市
、
伊
万
里
市
、
松
浦
市
、
佐
世
保
市
、
佐
々

町
を
経
由
し
て
武
雄
市
に
至
る
約
１
５
０

キ
ロ
の
高
速
道
路
で
、
西
九
州
地
域
の
産
業

の
発
展
、
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
医
療
水

準
の
向
上
、
さ
ら
に
は
防
災
や
災
害
時
の
危

機
管
理
な
ど
で
重
要
な
役
割
を
担
う
道
路

で
あ
り
ま
す
。

　

  

佐
賀
県
内
に
お
い
て
は
、
北
波
多
I
C

か
ら
南
波
多
谷
口
I
C
間
が
開
通
し
、
長
崎

県
内
に
お
い
て
は
、
佐
々
I
C
ま
で
開
通
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

佐
賀
県
と
長
崎
県
を
繋
ぐ
山
代
久
原
I
C

か
ら
今
福
I
C
間
５
．
５
キ
ロ
の
完
成
に
よ

り
、
佐
賀
・
長
崎
両
県
が
高
速
道
路
で
繋
が

り
、
松
浦
市
内
で
初
め
て
の
開
通
を
迎
え
る

と
と
も
に
、
西
九
州
自
動
車
道
の
開
通
延
長

が
１
０
０
キ
ロ
を
超
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
全
国
有
数
の
水
揚

げ
を
誇
る
北
松
地
域
の
水
産
物
の
鮮
度
保

持
に
よ
る
更
な
る
商
品
価
値
の
向
上
な
ど

を
は
じ
め
、
地
域
産
業
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
る
と
と
も
に
、
観
光
・
交
流
の
活
性
化
や
、

災
害
に
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
－
ク
構
築
な
ど
、
当

地
域
の
益
々
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

九
州
地
方
整
備
局
と
致
し
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
、
西
九
州
自
動
車
道
の
整
備
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様
の
な

お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
隣
者
が
現
場
見
学　

 　
　

　

４
月
１
２
日
（
日
）
、
西
九
州
自
動
車
道
伊
万
里
松
浦
道
路　

調
川
ト

ン
ネ
ル
１
号
・
２
号
の
現
場
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
は
、
周
囲
に
高
さ
６
ｍ
の
防
音
壁
を
設
置

し
、
近
隣
の
皆
様
か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
作
業
を
行

い
、
現
在
ま
で
に
１
号
ト
ン
ネ
ル
で
１
１
４
メ
ー
ト
ル
（
１
２
％
）
、
２

号
ト
ン
ネ
ル
で
７
２
メ
ー
ト
ル
（
２
１
％
）
を
掘
削
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
現
場
の
近
隣
に
お
住
ま
い
の
６
２
名
の
方
が
見
学
会
に
参
加

さ
れ
、
普
段
は
防
音
壁
が
あ
り
見
え
に
く
い
工
事
の
状
況
を
興
味
深
く
ご

覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

近
隣
に
は
ア
パ
ー
ト
や
保
育
所
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
安
全
対
策
や
騒
音
対
策
を
万
全
に
、
一
日
も
早
い
工
事
の
完
了
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

西九州道　調川トンネル１号・２号の現場見学会を開催しました！

▲作業中の先端部を視察 ▲興味深く説明を聞く見学者

▲機械による掘削 ▲位置図

▲トンネル坑口で記念撮影

▲作業中の先端部を視察

伊万里市長

　  塚 部  芳 和
長崎県知事

　  中 村 　 法 道
佐賀県知事

　  山 口 　 祥 義

国土交通省  九州地方整備局

局長

　　 金尾　健司

松浦市長

　  友 広  郁 洋

　

西
九
州
自
動
車
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
県
の
み
な
ら
ず
佐
賀
県
、
福
岡
県
に
ま
た
が
り
九
州
西
北
部
の
根
幹

を
な
す
高
規
格
幹
線
道
路
と
し
て
、
福
岡
都
市
圏
と
各
主
要
都
市
の
大
幅
な
時
間
短
縮
を
可
能
に
し
、
沿
線
地
域

の
利
便
性
向
上
を
は
じ
め
、
産
業
や
経
済
の
活
性
化
そ
し
て
ま
た
、
玄
海
原
発
３
０
k
m
圏
内
に
位
置
す
る
地
域

の
避
難
路
と
な
る
な
ど
、
地
域
振
興
や
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
上
で
、
重
要
な
鍵
を
握
る
事
業
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

  
本
日
開
通
す
る
山
代
久
原
I
C
か
ら
I
C
間
が
、
ま
さ
に
、
県
境
を
跨
ぐ
区
間
と

な
る
こ
と
か
ら
、
県
北
地
域
の
み
な
ら
ず
、
県
内
外
の
各
地
の
振
興
に
大
き
な
弾
み

が
つ
く
も
の
と
期
待
を
よ
せ
て
お
り
ま
す
。

 
 
 

今
後
は
、
松
浦
佐
々
道
路
や
、
残
る
事
業
中
区
間
の
１
日
も
早
い
完
成
が
、
こ

の
地
域
の
振
興
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
九
州
西
北

部
の
発
展
の
た
め
、
今
後
も
一
致
協
力
し
、
整
備
の
促
進
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

本
当
に
皆
様
方
共
々
お
喜
び
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

   

伊
万
里
松
浦
道
路
は
、
長
崎
県
の
強
い
思
い
に
佐
賀
県
が
答
え
、
し
っ
か
り
と

タ
ッ
グ
を
組
み
、
国
土
交
通
省
の
ご
理
解
を
頂
き
、
3
者
で
出
来
た
夢
の
道
路
だ
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
期
に
さ
ら
に
長
崎
県
と
佐
賀
県
の
縁
を
深
め
て
行
き
た
い
と
い
う
ふ
う

に
念
願
し
て
い
ま
す
。

   

私
自
身
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
と
皆
様
方
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、
全
線
開
通
に
向

け
て
努
力
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 

こ
の
２
ヶ
月
た
ら
ず
で
、
伊
万
里
に
２
つ
の
高
速
道
路
区
間
が
供
用
開
始
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
私
自
身
も
市

長
就
任
1
4
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し
て
大
変
喜
び
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
伊
万
里
市
民
の
大
き
な
喜

び
と
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

   

高
速
道
路
に
よ
り
ま
し
て
観
光
交
流
、
そ
し
て
ま
た
地
域
の
様
々
な
物
流
そ
し
て
ま

た
活
性
化
が
図
ら
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
さ
に
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、

我
々
は
こ
の
高
速
道
路
を
利
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

   

松
浦
・
佐
々
間
の
念
願
の
道
路
が
昨
年
度
事
業
開
始
に
な
り
ま
し
た
こ
と
本
当
に
心

よ
り
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
こ
の
高
速
道
路
が
一
本
の
線
で
結
ば
れ
ま
す
よ

う
重
ね
て
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
御
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。　

　

こ
れ
ま
で
「
県
北
に
夢
と
力
を
西
九
州
道
」
を
合
い
言
葉
と
し
て
地
元
住
民
上
げ
て
早
期
完
成
を
願
っ
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
が
実
現
し
、
松
浦
市
は
高
速
交
通
網
の
整
備
地
域
へ
仲
間
入
り
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
松
浦
市
は
福
岡
都
市
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
農
水
産
物
の
流
通
や
観
光
資
源
を

生
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
移
動
時
間
の
短
縮
や
定
時
性
の
確

保
は
、
今
後
大
き
な
追
い
風
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

  

松
浦
佐
々
道
路
に
お
い
て
も
、
平
成
２
６
年
度
に
工
事
に
着
手
し
て
頂
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
早
期
全
線
開
通
に
向
け
て
更
に
事
業
を
推
進
し
て
頂
き

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 　

※
ご
来
賓
の
祝
辞
及
び
謝
辞
に
つ
き
ま
し
て
は
一
部
抜
粋
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

調川トンネル１号作業所調川トンネル１号作業所調川トンネル１号作業所

調川トンネル２号作業所調川トンネル２号作業所調川トンネル２号作業所
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